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あ
と
が
き

本
書
は
、
一
般
財
団
法
人
全
国
勤
労
者
福
祉
・
共
済
振
興
協
会
（
全
労
済
協
会
）
が
2
0
1
4
年
8
月
に
設
置
し

た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
2
0
2
5
年
の
生
活
保
障
と
日
本
社
会
の
構
想
研
究
会
」
に
お
け
る
議
論
に
基
づ
い
て
ま
と

め
ら
れ
た
研
究
報
告
書
で
あ
る
。

同
研
究
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
社
会
の
課
題
に
つ
い
て
、
特
に
人
口
構
造
の
変
化
が
も
た
ら
す
諸
課
題
、
す
な

わ
ち
急
激
な
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
東
京
圏
へ
の
人
口
集
中
を
主
要
課
題
と
し
て
議
論
、
研
究
し
た
。
こ
う
し
た
人
口

の
歴
史
的
な
転
換
の
な
か
で
、
人
口
が
急
激
に
減
少
す
る
地
方
の
疲
弊
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
と
も
な
う
労
使
関
係
の
変

化
、
正
規
・
非
正
規
労
働
者
の
所
得
格
差
、
国
と
地
方
の
公
的
債
務
累
積
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
、
労
働
、
福
祉
、
経

済
等
、
幅
広
い
視
点
か
ら
考
察
し
、
持
続
性
の
あ
る
社
会
づ
く
り
の
提
案
を
目
的
と
し
て
、
第
一
線
の
研
究
者
を
集
め

た
研
究
を
進
め
て
き
た
。
同
研
究
会
は
、
2
0
1
4
年
8
月
に
開
始
さ
れ
2
0
1
6
年
2
月
に
終
了
す
る
ま
で
、
埼
玉

県
和
光
市
へ
の
視
察
も
交
え
て
18
回
に
わ
た
っ
て
活
発
な
討
論
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

日
本
は
す
で
に
本
格
的
な
人
口
減
少
の
段
階
に
突
入
し
て
い
る
。
と
同
時
に
、
高
齢
化
が
進
み
、
2
0
2
5
年
ま
で

に
75
歳
以
上
の
高
齢
者
が
人
口
の
20
％
近
く
を
占
め
、
高
齢
化
率
も
30
％
程
度
に
上
昇
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

高
齢
化
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
2
0
4
0
年
か
ら
2
0
5
0
年
頃
に
は
40
％
近
く
に
達
し
、
同
時
に
人
口
も
大
幅
に
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減
少
す
る
。
こ
う
し
た
将
来
予
測
が
あ
る
な
か
、
日
本
社
会
が
ま
ず
乗
り
越
え
な
い
と
い
け
な
い
の
が
、
人
口
の
多
い

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る
2
0
2
5
年
で
あ
る
。
研
究
会
で
は
、
現
在
か
ら
2
0
2
5
年
ま
で
を
日
本
は
歴
史
上

大
き
な
社
会
変
化
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
と
と
ら
え
た
。

先
に
あ
げ
た
社
会
経
済
の
諸
課
題
は
経
済
成
長
、
人
口
増
加
を
前
提
に
し
た
社
会
経
済
モ
デ
ル
が
も
た
ら
し
た
も
の

で
あ
り
、
こ
の
モ
デ
ル
と
決
別
し
、
急
激
な
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
対
応
で
き
る
社
会
経
済
モ
デ
ル
を
確
立
で
き
る
の

か
。
年
金
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
の
社
会
保
障
、
地
域
福
祉
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
保

障
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
国
に
よ
る
社
会
保
障
・
公
助
は
後
退
し
、
地
方
自
治
体
も
財
源
・
人
材
不
足
に
直
面
し
、
か
つ
て
地
域
社
会

に
あ
っ
た
相
互
扶
助
の
組
織
も
姿
を
消
し
て
い
る
。
国
に
も
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
も
限
界
が
見
え
た
以
上
、
社
会
づ
く

り
は
わ
れ
わ
れ
一
人
一
人
が
主
役
と
な
り
、
今
こ
そ
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
社
会
の
再
構
築
に
着
手
す
べ
き

と
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
意
識
の
も
と
、
2
年
間
に
わ
た
る
研
究
を
行
っ
て
き
た
。

く
し
く
も
本
年
6
月
末
に
参
議
院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で
は
政
権
与
党
が
勝
利
し
、
2
0
1
2
年
12
月
に
誕

生
し
た
安
倍
政
権
下
で
行
わ
れ
て
き
た
「
大
胆
な
金
融
政
策
」、「
機
動
的
な
財
政
政
策
」、「
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成

長
戦
略
」
の
3
つ
を
基
本
方
針
と
し
た
経
済
政
策
（
通
称
：「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」）、
そ
し
て
さ
ら
な
る
経
済
政
策
の
加

速
（
新
三
本
の
矢
）
や
消
費
税
増
税
先
送
り
に
対
す
る
「
国
民
の
信
が
得
ら
れ
た
」
と
の
声
明
が
発
せ
ら
れ
た
。

こ
こ
で
は
そ
の
選
挙
結
果
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
コ
メ
ン
ト
は
避
け
る
が
、
現
在
の
日
本
の
経
済
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、

為
替
相
場
、
株
式
市
場
や
個
人
消
費
は
短
期
的
に
は
経
済
に
大
き
い
影
響
を
持
つ
た
め
、
政
策
の
有
効
性
に
対
し
て
は

賛
否
両
論
が
あ
る
。
し
か
し
長
期
的
な
視
点
か
ら
見
て
日
本
経
済
・
財
政
の
本
質
的
な
改
善
に
な
る
の
か
は
疑
問
で
あ
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る
。
特
に
消
費
税
の
増
税
延
期
に
よ
る
社
会
保
障
の
財
源
問
題
に
関
し
て
は
、
与
野
党
と
も
に
、
根
本
的
な
議
論
が
不

足
し
て
い
る
。
果
た
し
て
、
2
0
2
5
年
に
向
か
っ
て
ど
の
よ
う
な
社
会
を
描
い
て
い
く
か
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が

考
え
る
べ
き
課
題
で
も
あ
る
。「
終
章
」
で
も
触
れ
た
が
、
本
書
は
挑
発
的
、
刺
激
的
な
解
決
策
を
示
す
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
社
会
を
構
想
す
る
に
あ
た
っ
て
、
皆
さ
ま
が
浮
足
立
つ
こ
と
な
く
、
じ

っ
く
り
考
え
る
ヒ
ン
ト
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
研
究
会
を
進
め
る
に
あ
た
り
議
論
の
場
を
設
定
い
た
だ
き
、
ま
た
成
果
を
か
た
ち
に
す
る
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
い
た
、
全
労
済
協
会
の
高
木
剛
理
事
長
、
安
久
津
正
幸
専
務
理
事
を
は
じ
め
、
全
労
済
協
会
の
皆
さ
ん
に
感

謝
を
表
し
た
い
。

編
者
と
し
て
、
研
究
会
に
ご
参
画
・
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
委
員
の
皆
様
に
も
感
謝
し
た
い
。

ま
た
、
本
書
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
勁
草
書
房
の
宮
本
詳
三
氏
に
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を

記
し
て
、
謝
意
を
表
し
た
い
。

2
0
1
6
年
8
月

駒
村　

康
平
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